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表３．「認知症の高齢者の看護」のイメージ，頭に浮かんだ語句
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者に寄り添う》は〈認知症で徘徊する妻を夫が追いかける〉
1コードであった。
【認知症を理解し，受容的な看護を提供する】は8コード
で，4個のサブカテゴリーを形成した。《看護者の努力が重
要》は〈試行錯誤が多い〉〈こちらが努力すれば問題ない〉
など3コード，《その人に寄り添う看護が必要》は〈大変だ
けど，その人に寄り添って看護することが大切〉など2コー
ド，《優しく接する》は〈なにを言われても笑顔で接する〉
など2コード，《認知症の症状を理解して受容的な看護を提
供する》は〈症状をきちんと理解し，患者を受け入れて援
助している〉1コードであった。
【日常生活行動を支援する】は2コードで，《日常生活の
援助》１カテゴリー，〈日常生活の援助をする感じ〉など
2コードであった。
【チームで看護する】は《チームで看護する》の1サブカ
テゴリー，〈一人ではなく何人かで助け合って看護する〉の
1コード，【恐怖心がある】は《被害者になりそうでこわい》
の1サブカテゴリー，〈被害者になってしまわないかこわ
い〉の1コード，【看護をイメージできない】は《わからない》
の1サブカテゴリー，〈わからない〉の1コードであった。
４．看護学生の「認知症の高齢者」に対するイメージ
１）SD法によるイメージの変化
SD法を用いた認知症の高齢者のイメージを図1に示し
た。
全17項目の平均は授業前2.68，授業後3.35であった。授業
前の調査では，「話しやすい」2.38が最も点数が低く，「す
ばらしい」2.45，「きちんとした」「速い」「嬉しい」2.50，
「鋭い」2.53，「美しい」2.60，「賢い」「良い」「強い」
2.63などの項目ではとくに否定的イメージが強かった。「忙
しそう」3.03が最も点数が高かった。授業後の調査では，点
数が最も高かったのは「温かい」3.83，最も低かったのは「速
い」2.76であった。授業前後の点数の差では，最も大きかっ
たのは「話しやすい」1.18で，「すばらしい」1.00，「良い」
0.86，「きちんとした」0.82，「手伝ってくれる」0.81と続
いた。授業前後の点数の差が小さかった項目は，「速い」「忙
しそう」0.26，「大きい」0.39，「鋭い」0.42などであった。
対応サンプルの差の平均値を検定したところ，全ての項
目で有意差が見られた（ｔ=-7.759～-1.571，ｄｆ=18～39，
p＜.01，.05）。看護学生が認知症の高齢者に対して抱くイ
メージは，授業後のほうが授業前よりも肯定的に変化して
いた。
２）主観的なイメージ変化
認知症の高齢者へのイメージは，「肯定的に変化した」40
名（97.6％），「変化なし」1名であった。認知症の高齢者
へのケアのイメージは，「肯定的に変化した」36名（87.8％），
「変化なし」5名であった。いずれも「否定的に変化した」
と回答した者はなかった。認知症の高齢者とそのケアへの
関心度について，「関心が高まった」34名（82.9％），「変
化なし」7名，「関心がそがれた」と回答した者はなかった。
IV 考察
１．授業前の看護学生の認知症の高齢者に対するイメージ
「認知症の高齢者」を刺激語とした自由記述では，記憶
障害や妄想などの認知症の症状に関する内容，対応の困難
さや介護負担が大きいことなどが大半を占めた。また，認
知症の高齢者に対する恐怖心や「身近な人には認知症にな
ってもらいたくない」などのネガティブなイメージもあっ
た。「優しそう」というカテゴリーは唯一，ポジティブな
イメージの記述であったが，記載は1件にとどまった。
道繁ら５）の調査においても，認知症高齢者の看護援助に
対する講義前の看護学生の「認知症」のイメージでは，中
核症状や周辺症状など【疾患（患者本人）に対する】カテ
ゴリーに関連する記載が大半を占めており，その内容は本
調査に比べ専門的で多岐にわたっていた。道繁らの調査し
た教育機関では，当該授業までに認知症の理解を中心とし
た教授を終えているのに対し，A大学では認知症に関連す
る授業は老年看護学概論のみであり，教育カリキュラムの
進度の違いによるものと考える。
「認知症の高齢者のケア」を刺激語とした自由記述で
は，高齢者の理解を得ることの難しさ，疲労感の強さやゴ
ールの見えなさなど，認知症の高齢者のケアの困難さをイ
メージする記述が半数以上を占めた。認知症の高齢者に対
するイメージの内容との関連で，ネガティブな記載が多い
ことは想定できる。一方，【繰り返しの言動などに丁寧に
対応する】【認知症を理解し，受容的な看護を提供する】な
ど，授業前から求められるケアをイメージしている学生も
いることがわかった。また，ごく少数ではあるが，【恐怖
心がある】学生，【看護をイメージできない】学生の存在
も考慮に入れる必要がある。
対象者の属性では，親族に認知症の高齢者がいる者は2
「認知症の高齢者のケア」授業前後における看護学生の認知症の高齢者イメージの変化
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図１．学生の「認知症の高齢者」に関するイメージの授業前後の変化
割に満たないものの，半数近い学生が何らかのかたちで認
知症の高齢者との関わった経験をもっていた。以上のこと
から，学習者のさまざまなレディネスについて把握して，
教授する内容，方法を検討することが重要である。
２．「認知症の高齢者のケア」の授業前後のイメージ変化
授業前後で，看護学生の「認知症の高齢者」のイメージ
は，全ての項目において肯定的に変化しており，統計的に
有意であった。また，看護学生の主観的な評価においても
肯定的な変化を感じた学生が多く，認知症の高齢者とその
看護への関心が高まった学生も多かった。
田中ら10）は，高齢者の理解を促進するためには，看護学
生が気づき，興味や関心を膨らませ，さらなる主体的な知
識や理解に対する追求が動機づけられる教育が必要であ
る。そのため，臨地実習に限らず，学内における講義・演
習の充実が不可欠で，単に学術的で形骸的な知識のみの教
授でなく，視聴覚教材などを用いた教育方法の工夫が必要
だと述べている。今回の調査で，授業前後で，認知症の高
齢者のイメージが肯定的に変化しており，認知症の高齢者
とそのケアに対する関心が高まったことは，教育効果が認
められたと考える。今回の授業内容との関連では，認知症
の高齢者が書いた詩，認知症の母を介護した息子が書いた
詩や漫画などの引用により，看護学生の認知症の高齢者や
そのケアについてイメージを膨らませる効果がもたらさ
れたと推察する。
また，看護基礎教育課程における老年看護学教育プログ
ラムのあり方として，看護学生が講義・演習から臨地実習
へと継続的な学習への取り組みや認知症高齢者に対する
関心を向けて接近を図ることを支持する包括的教育プロ
グラムの骨子でなくてはならないとの指摘がある９）。今回
の授業内容との関連では，先輩学生が認知症対応型グルー
プホームでの臨地実習で得た学びを紹介することにより，
先輩の学習経過に学生自らの学習の継続性を重ねること
で，講義・演習から臨地実習へと継続的な学習につながれ
ば，包括的教育プログラムとしての教育実践のひとつにな
ると考える。
V 本研究の限界と課題
本研究結果は，限られた対象によるものであるため一般
化の域にない。より教育効果の高い教授方法の工夫を行う
ためには，認知症の高齢者へのイメージを肯定的に変化さ
せた要因の検証が必要である。また，包括的教育プログラ
ムとしての評価を目的として，臨地実習後まで縦断的にイ
メージの変化の調査を継続することも今後の課題である。
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